


平成22年9平成22年9月月 ２

本
年
４
月
１
日
に
町
営
バ
ス
の
運
行
が
ス
タ
ー
ト

し
、５
ヶ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
町
営
バ
ス
の
運
行
を
よ

り
長
く
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、皆
さ
ま
の
バ
ス
利
用

が
不
可
欠
で
す
。
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
を
対
象
に

65

大
変
お
得
な
「
シ
ル
バ
ー
定
期
券
」
も
販
売
し
て
い
ま

す
の
で
、皆
さ
ま
が
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

〔
シ
ル
バ
ー
定
期
券
料
金
〕

※
シ
ル
バ
ー
定
期
券
は
若
桜
町
営
バ
ス
の
す
べ
て

の
区
間
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

運
行
開
始
以
来
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
利
用
者
の
方
々

の
声
を
も
と
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
よ
り
多
く
の

方
に
親
し
ま
れ
、利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
下
表
の

と
お
り

月
１
日
付
け
で
バ
ス
時
刻
の
改
正
を
予
定
し

10

て
い
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
緯
（

）
２
２
３
１
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落折・吉川線
摘 要ドリーミー若桜駅着吉川経由小船落折摘 要落折小船吉川経由若桜駅発ドリーミー便 名

小船発⇒吉川経由
⇒若桜駅行6:556:386:26―小船へ回送――――（日）1
落折発⇒吉川経由
⇒若桜駅行7:557:387:267:21落折へ回送――――2
小船発⇒吉川経由
⇒若桜駅⇒ドリーミー行8:378:348:178:05―若桜駅発⇒小船止め

直行(下りで吉川経由)―8:03―7:463

落折発⇒若桜駅直行10:57―10:4010:35若桜駅発⇒吉川経由
⇒落折行10:3410:2910:1710:004

落折発⇒吉川経由
⇒若桜駅行13:4213:2513:1313:08若桜駅発⇒落折

直行(下りで吉川経由)13:0713:02―12:455
落折発⇒若桜駅
直行17:00―16:4316:38若桜駅発⇒ドリーミー

⇒吉川経由⇒落折行16:3716:3216:2016:0316:006
落折発⇒吉川経由
⇒若桜駅行18:2918:1218:0017:55若桜駅発⇒落折

直行(下りで吉川経由)17:5417:49―17:327

若桜へ回送――――若桜駅発⇒吉川経由
⇒落折行19:1619:1118:5918:428

若桜へ回送――――若桜駅発⇒吉川経由
⇒小船止め―20:2920:1720:00（日）9

(日)・・・日曜・祝日 休止
※改正理由 第２便 若桜小学校の始業時間に合わせ、落折発７時26分を５分早め７時21分とします。

第４便 通院・買い物利用者からの要望により、若桜駅発９時21分を39分遅らせ10時00分とします。
第６便 若桜小学校の終業時間に合わせ、ドリーミー発15時47分を13分遅らせ16時00分とします。とします。

米線 3/21～12/20

摘 要若桜駅着米ふれあい
の里摘 要ふれあい

の里着米若桜駅発便 名

米発⇒若桜駅6:566:36―米へ回送―――（土・日）1
米発⇒若桜駅7:457:25―米へ回送―――2

9:259:059:008:558:508:303
11:3211:1211:0711:0511:0010:404
13:1512:5512:5012:4912:4412:245
16:0315:4315:3815:3715:3215:126
17:1116:5116:4616:4316:3816:187

若桜へ回送―――米止め―18:5918:398
若桜へ回送―――米止め―20:2020:00（日）9

（土･日）・・・土曜･日曜・祝日 休止 (日)・・・日曜・祝日 休止
※改正理由 第５便 若桜駅発13時18分の若桜鉄道との接続のため、若桜駅発12時30分を６分早め12時24分にします。

第６便 若桜駅着15時09分の若桜鉄道との接続のため、若桜駅発15時10分を２分遅らせ15時12分にします。
第７便 若桜小学校の終業時間に合わせるため、若桜駅発16時28分を10分早め16時18分にします。

若桜町営バス時刻表（平成22年10月１日改正予定）
※太字・網掛けが、今回の改正部分です。 米線冬期便（12/21～3/20）の改正については改めてお知らせします。
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国
勢
調
査
は
重
要
な
調
査
で
す

国
勢
調
査
は
５
年
に
一
度
、
日

本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
・

世
帯
を
対
象
と
す
る
重
要
な
調
査

で
す
。
平
成

年
国
勢
調
査
は
、

22

我
が
国
が
本
格
的
な
人
口
減
少
社

会
と
な
っ
て
実
施
す
る
最
初
の
調

査
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、
児
童

福
祉
、
高
齢
者
の
介
護
・
医
療
、

若
者
の
雇
用
対
策
、
地
域
の
活
性

化
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
役
立
て
ら
れ
る

基
礎
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。
国
勢

調
査
の
意
義
と
重
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
緯（

）２
２
１
１

82

●
9
月
下
旬
か
ら
、調
査
員
が
世
帯
を

訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

●
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、封
筒

に
入
れ
て
ふ
う
を
し
た
上
で
調
査

員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
統
計
法
で
は
、調
査
対
象
者
に
対
し
、

調
査
票
に
記
入
し
て
提
出
す
る
義
務

（
報
告
義
務
）を
定
め
て
い
ま
す
。

●
国
勢
調
査
で
は
、
電
子
メ
ー
ル
で

お
た
ず
ね
し
た
り
、
金
品
を
請
求

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
国
勢
調

査
に
従
事
す
る
者
に
は
、
統
計
法

に
よ
っ
て
、
個
人
情
報
を
保
護
す

る
た
め
の
厳
格
な
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

若桜町の年代別人口の推移
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家
屋
を
新
築（
増
改
築
）・

取
り
壊
し
さ
れ
た
方
へ

～
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
～

緯緯
問い合わせ
税務課

（82）2234

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
の
現
況
で

課
税
さ
れ
ま
す
。

家
屋
を
新
築
（
増
改
築
）
さ
れ
た
場
合

１
月
２
日
以
降
に
家
屋
（
専
用
住
宅
）
ま

た
は
住
宅
以
外
の
家
屋
（
店
舗
・
倉
庫
な
ど
）

を
新
築
あ
る
い
は
増
・
改
築
を
さ
れ
る
と
、

そ
の
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
築
あ
る
い
は
増
・
改
築
を
さ
れ
た
場
合

は
、
役
場
税
務
課
に
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
後
日
税
務
課
の
職
員
が
家
屋
の
評
価

額
を
算
出
す
る
た
め
の
調
査
に
伺
い
ま
す
の

で
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
以
外
の
家
屋
（
店
舗
・
倉
庫

な
ど
）
を
改
築
し
て
住
宅
用
に
用
途
を
変
更

し
た
場
合
は
、
そ
の
土
地
の
税
額
を
軽
減
す

る
特
例
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家
屋
を
取
り
壊
し
さ
れ
た
場
合

住
宅
ま
た
は
車
庫
・
倉
庫
な
ど
の
課
税
さ

れ
て
い
る
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、「
家

屋
滅
失
届
」
を
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
年
内
に
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て

は
、
そ
の
翌
年
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
登
記
さ
れ
て
い

る
家
屋
は
滅
失
登
記
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
住
宅
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
そ

の
敷
地
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
て
い
た
「
住
宅

用
地
の
軽
減
措
置
」
が
な
く
な
り
、
翌
年
か

ら
通
常
（
軽
減
な
し
）
の
税
額
に
変
更
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
や
省
エ
ネ
改
修
を
し
た
住

宅
の
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

年
３
月

19

25

日
ま
で
の
間
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

31を
行
い
、
次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
に
は
、

１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
分
ま
で
を
限
度
と
し

て
、
翌
年
度
分
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
額
が

３
分
の
１
減
額
さ
れ
ま
す
。

こ
の
減
額
を
受
け
る
に
は
、
改
修
後
３
ヶ

月
以
内
に
役
場
税
務
課
に
申
告
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
減
額
を
受
け
ら
れ
る
住
宅
・
工
事
費
の
要
件
〉

煙
平
成

年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

19

住
宅
で
あ
る
こ
と

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

今
年
は
、
県
東
部
を
中
心
に
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
例
年
に

比
べ
て
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
人
身
被
害
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
ク
マ
の
出
没
が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
に
】

煙
ク
マ
は
警
戒
心
が
強
く
、
音
や
に
お
い
に
敏
感
で
す
。
人
の

気
配
を
感
じ
る
と
逃
げ
て
い
き
ま
す
。

煙
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
し
た
り
、
人
と
話
な
が
ら
行
動
し

て
、
ク
マ
に
人
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

煙
天
気
の
悪
い
日
、
川
や
沢
の
近
く
で
は
、
風
や
水
音
で
人
の

接
近
に
ク
マ
が
気
付
か
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
見
通
し
の

悪
い
場
所
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

煙
奥
山
で
は
、
日
中
で
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
山
作
業
や
登
山

な
ど
で
は
昼
間
で
も
注
意
が
必
要
で
す
。

煙
朝
方
（
４
～

時
ご
ろ
）
や
午
後
（
３
～
９
時
ご
ろ
）
に
活

10

発
に
活
動
し
ま
す
。
農
作
業
な
ど
で
、
朝
方
や
午
後
に
農
地

に
行
く
時
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
万
一
、
ク
マ
に
出
会
っ
た
ら
】

煙
あ
わ
て
て
大
声
を
出
し
た
り
、走
り
出
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
ク
マ
は
目
が
あ
ま
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
動
く
も
の
に
は

敏
感
に
反
応
し
ま
す
。

煙
ク
マ
の
様
子
を
十
分
に
確
認
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
後
ず

さ
り
し
て
離
れ
ま
し
ょ
う
。

※
「
死
ん
だ
ふ
り
」
は
俗
説
で
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

煙
子
グ
マ
を
見
か
け
た
ら
引
き
返
し
て
く
だ
さ
い
。
近
く
に
母

グ
マ
が
い
る
可
能
性
が
高
く
危
険
で
す
。

煙
ク
マ
が
襲
い
か
か
っ
て
き
た
ら
、
地
面
に
身
を
伏
せ
て
防
御

姿
勢
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
ら
…

産
業
観
光
課
緯
（

）
２
２
３
８

82
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※平昌郡概要
位置 江原道南部（ソウルから車で約３時間）
人口 約４万人（若桜町の約10倍）
面積 約1,464ｋ㎡（若桜町の約７倍）
産業 観光産業 高原野菜 そば 韓牛（畜産） など
主な観光地 竜平リゾート……冬のソナタのロケ地

煙
改
修
に
要
し
た
費
用
か
ら
補
助
金
な
ど
を
除

く
自
己
負
担
額
が

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

30

煙
現
在
、
新
築
住
宅
軽
減
及
び
耐
震
改
修
に
伴

う
減
額
を
受
け
て
い
な
い
建
物
で
あ
る
こ
と

〈
居
住
者
の
要
件
〉

①

才
以
上
の
方
②
要
介
護
認
定
又
は
要
支

65
援
認
定
を
受
け
た
方
③
障
が
い
者

〈
対
象
と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
の

要
件
〉

①
廊
下
の
拡
幅
②
階
段
の
勾
配
緩
和
③
浴

室
の
改
良
④
ト
イ
レ
の
改
良
⑤
手
す
り
の

取
り
付
け
⑥
床
の
段
差
解
消
⑦
引
き
戸
へ

の
取
り
替
え
⑧
床
の
滑
り
止
め

〈
必
要
書
類
〉

煙
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書
（
当
該
改
修
工

事
の
内
容
及
び
費
用
の
確
認
が
で
き
る
も

の
）

煙
改
修
工
事
箇
所
の
図
面
・
写
真
（
改
修
前
・

改
修
後
）

煙
領
収
書
（
改
修
工
事
費
用
を
支
払
っ
た
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
）

煙
改
修
工
事
の
費
用
に
充
て
る
た
め
に
交
付
さ

れ
る
補
助
金
な
ど
の
決
定
通
知
書
の
写
し

煙
要
介
護
及
び
要
支
援
認
定
者
…
介
護
保

険
被
保
険
者
証
の
写
し

煙
障
が
い
者
…
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
の
写
し

省
エ
ネ
改
修
工
事

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

年
３
月

20

25

日
ま
で
の
間
に
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行

31い
、
次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
に
は
、
１
２

０
平
方
メ
ー
ト
ル
分
ま
で
を
限
度
と
し
て
、

翌
年
度
分
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
額
が
３
分

の
１
減
額
さ
れ
ま
す
。

こ
の
減
額
を
受
け
る
に
は
、
改
修
後
３
ヶ

月
以
内
に
役
場
税
務
課
に
申
告
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
減
額
を
受
け
ら
れ
る
住
宅
・
工
事
費
の
要
件
〉

煙
平
成

年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

20

住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
で
あ
る
こ
と

煙
改
修
に
要
し
た
費
用
が

万
円
以
上
で
あ

30

る
こ
と

煙
改
修
工
事
に
よ
り
改
修
を
し
た
部
位
が
新

た
に
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に
な
る

も
の

〈
対
象
と
な
る
工
事
の
要
件
〉

煙
平
成

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

年
３
月

20

25

日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
、
窓
の
改
修
工
事

31（
二
重
サ
ッ
シ
化
、
複
層
ガ
ラ
ス
化
な
ど
）

又
は
こ
の
工
事
と
併
せ
て
行
う
床
、
天
井
又

は
壁
の
断
熱
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

〈
必
要
書
類
〉

煙
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
証
明
書
（
建
築
士
・

指
定
確
認
検
査
機
関
又
は
登
録
住
宅
性
能
評

価
機
関
が
発
行
し
た
も
の
）

煙
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書
（
当
該
改
修
工

事
の
内
容
及
び
費
用
の
確
認
が
で
き
る
も

の
）

煙
改
修
工
事
箇
所
の
写
真
な
ど
（
改
修
前
・

改
修
後
）

煙
領
収
書
（
改
修
工
事
費
用
を
支
払
っ
た
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
）

大
韓
民
国
江
原
道
平
昌
郡
と
相
互
理

解
と
信
頼
を
深
め
、
友
好
交
流
を
促
進

す
る
た
め
、
職
員
相
互
派
遣
を
行
う
こ

と
と
な
り
、
私
は
、
そ
の
交
流
職
員
と

し
て
、
７
月

日
に
平
昌
郡
へ
出
発
し

13

ま
し
た
。
到
着
後
は
、
平
昌
郡
守
（
郡

の
長
）、
副
郡
守
（
郡
の
副
長
）、
そ
の

他
関
係
機
関
へ
の
挨
拶
な
ど
あ
わ
た
だ

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
現
在

は
デ
ス
ク
に
て
韓
国
語
の
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。

休
日
は
、
平
昌
郡
の
職
員
の
方
と
一

緒
に
、
キ
ム
チ
漬
な
ど
の
異
文
化
を
経

験
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

平
昌
郡
に
来
て
か
ら
ま
だ
日
は
浅

く
、
言
語
や
文
化
の
違
い
な
ど
で
苦
労

も
あ
り
ま
す
が
、
早
く
言
葉
を
覚
え
て

交
流
の
足
が
か
り
が
つ
く
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

企
画
財
政
課

山
根
詳
生

カ
ン
ウ
ォ
ン
ド
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン

派遣先の平昌郡庁舎前で記念撮影
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【身近な相談窓口】

町民福祉課

緯（82）２２３３・２２３２
鳥取県東部消費生活相談室

緯０８５７（26）７６０５・７６０４
〔いずれも平日：８：30～17：00〕

【９月の法律相談】

●と き＝９月７日（火）13：30～16：00
＊要予約

●ところ＝地域福祉センタードリーミー
緯（82）０２５４

一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人
でででででででででででででで
悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩
まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず

一
人
で
悩
ま
ず
、、、、、、、、、、、、、、、

まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず
相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談
をををををををををををををを

ま
ず
相
談
を
！！！！！！！！！！！！！！！

～～～～～～～～～～～～～～
業業業業業業業業業業業業業業
務務務務務務務務務務務務務務
提提提提提提提提提提提提提提
供供供供供供供供供供供供供供
誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘
引引引引引引引引引引引引引引

～
業
務
提
供
誘
引

販販販販販販販販販販販販販販販
売売売売売売売売売売売売売売
取取取取取取取取取取取取取取
引引引引引引引引引引引引引引
とととととととととととととと
はははははははははははははは
？？？？？？？？？？？？？？

売
取
引
と
は
？
～～～～～～～～～～～～～～～

確
実
に
副
収
入
が
得
ら
れ
ま

す
。」
と
教
材
の
購
入
を
勧
誘
し

て
き
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
資
格

が
自
分
の
現
在
の
仕
事
と
関
係

の
な
い
も
の
で
あ
り
、
興
味
も
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
執
拗
に
勧
誘

す
る
の
で
、
確
実
に
副
収
入
が
得

ら
れ
る
な
ら
と
思
い
契
約
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

内
職
等
の
仕
事
を
提
供
す
る
の
で

内
職
等
の
仕
事
を
提
供
す
る
の
で
収収

入
が
得
ら
れ
る
と
誘
い
、
仕
事
に
必
要

入
が
得
ら
れ
る
と
誘
い
、
仕
事
に
必
要
でで

あ
る
と
し
て
商
品
な
ど
を
販
売
し
、
物

あ
る
と
し
て
商
品
な
ど
を
販
売
し
、
物
品品

の
対
価
ま
た
は
登
録
料
な
ど
の
金
銭

の
対
価
ま
た
は
登
録
料
な
ど
の
金
銭
負負

担
を
追
わ
せ
る
取
引
を
い
い
ま
す

担
を
追
わ
せ
る
取
引
を
い
い
ま
す
。。

あ
る
日
職
場
に
業
者
か
ら
電

話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
業
者

は
「
わ
が
社
の
教
材
で
勉
強
す
れ

ば
確
実
に
国
家
資
格
が
取
得
で

き
ま
す
し
、
勉
強
で
得
た
知
識
を

活
か
し
た
内
職
も
紹
介
し
ま
す
。

弁
護
士：

上
田
雅
稔
氏

今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
い
わ
ゆ
る

業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
に
該
当

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
る
契

約
解
除
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
告
知
な

ど
の
法
定
記
載
事
項
を
記
載
し
た

書
面
を
受
領
し
た
日
か
ら
起
算
し

て

日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に

20
よ
る
契
約
解
除
が
可
能
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
支
払
っ
た
お
金
を
取
り

戻
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

な
お
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間

は
、
法
的
記
載
事
項
を
記
載
し
た

書
面
を
受
領
し
た
日
か
ら
起
算
さ

れ
ま
す
の
で
、
記
載
事
項
に
不
備

や
欠
落
が
あ
る
場
合
に
は
、
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
期
間
は
起
算
さ
れ
な

い
た
め
書
面
交
付
か
ら

日
を
経

20

過
し
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
今

回
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
業
務
提
供

誘
引
販
売
取
引
で
は
、
業
務
提
供

利
益
に
関
す
る
記
載
が
欠
落
し
て

い
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

記
載
内
容
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

を
利
用
で
き
る
の
に
利
用
で
き
な

い
と
真
実
と
異
な
る
説
明
を
す
る

等
し
て
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
妨
害

し
た
場
合
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
期
間
は
起
算
さ
れ
ず
、
業
者
か

ら

日
間
の
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制

20
度
が
あ
る
旨
の
法
定
書
面
を
改
め

て
交
付
さ
れ
て
か
ら

日
を
経
過

20

す
る
ま
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で

き
ま
す
。

次
に
、
業
者
は
「
こ
の
教
材
で

勉
強
す
れ
ば
確
実
に
合
格
で
き

る
」
な
ど
と
真
実
と
異
な
る
内
容

の
説
明
を
行
い
購
入
を
勧
め
た
と

こ
ろ
、
こ
の
説
明
が
真
実
で
あ
る

と
誤
信
し
て
購
入
し
て
お
り
「
不

実
告
知
」（
特
定
商
取
引
法
９
条
の

２
）
に
該
当
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

契
約
を
取
り
消
し
支
払
っ
た
お
金

の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
手
続
な

ど
詳
細
は
役
場
窓
口
に
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
届
い
た
教
材
は
難
解

で
勉
強
し
て
み
た
も
の
の
資
格

試
験
に
合
格
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
確
実
に
合
格
で
き
る
と
説
明

し
た
の
に
、
話
が
違
う
と
思
い
ま

す
。
契
約
を
解
約
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
？

相
談
事
例

ア
ド
バ
イ
ス

平平成22年9平成22年9月月７
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新しいＡＬＴ（外国語指導助手）

マケィリン・ワンダー先生

新
し
い
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
、
マ
ケ
ィ
リ
ン
・
ワ
ン
ダ
ー

先
生
を
迎
え
ま
し
た
。
小
・
中
学
校
、
保

育
所
、
幼
稚
園
で
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
町
で
み
か
け
た
ら
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は
。
私
の
名
前
は
マ
ケ
ィ
リ
ン
・

ワ
ン
ダ
ー
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
出
身
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
や
バ
ラ
が
有
名
で
す
。
日
本
に
来
た

の
は
初
め
て
で
す
。
若
桜
町
は
と
て
も
美
し

い
町
で
す
。
若
桜
町
の
A
L
T
に
な
れ
て
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。
み
な
さ
ん
と
お
話
す
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

スタートアップ型

○新たな取り組み ○これまでの取り組みの拡充 ○試行的な取り組み期待している活動

10万円補助上限
10／10補 助 率

三次募集 9月 1日～9月30日募集期間

○「地域性」を有していること（活動内容が地域の実情や住民ニーズに対応した事業）
○「公共性」を有していること（地域社会に貢献する事業、ネットワークが強まる事業）
○「熱意・主体性」を有していること（地域住民の熱意と主体性のもとに行われる事業）
○「新たな取り組みや拡充、再興」を有していること
※外部審査員を含む審査委員会により審査します。
※県の他の補助制度との併用はできません。

選定基準

「
鳥
取
力
」
創
造
運
動

支
援
補
助
金
の
募
集
!

県
内
で
地
域
づ
く
り
活
動
に
意
欲

の
あ
る
活
動
団
体
に
対
し
て
、
新
た

な
取
り
組
み
や
事
業
の
拡
充
な
ど
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
考

え
て
お
ら
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

【
対
象
団
体
】

地
域
づ
く
り
に
意
欲
が
あ
り
、
県

内
に
事
業
所
及
び
活
動
場
所
を
有
す

活
動
団
体

例

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、住
民
主
体
の
実
行
委
員
会
、

自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、

子
ど
も
会
、
企
業
（
社
会
貢
献
的
な

活
動
を
対
象
と
し
、
本
来
の
営
利
活

動
を
除
く
）

【
対
象
活
動
】

環
境
、
子
育
て
、
福
祉
、
防
災
・

防
犯
、
地
域
交
流
、
地
域
文
化
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ
、
ま
ち
づ
く
り
、
農
林

水
産
、
観
光
、
地
域
催
事
な
ど
に
関

し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

行
う
取
り
組
み

【
申
請
す
る
に
は
】

鳥
取
県
企
画
部
地
域
づ
く
り
支
援

局
協
働
連
携
推
進
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
、
窓
口
、
各
総
合
事
務
所

県
民
局
か
ら
募
集
要
項
を
お
取
り
寄

せ
く
だ
さ
い
。
郵
送
を
ご
希
望
の
方

は
、送
付
先
を
記
載
の
上
、電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

鳥
取
県
企
画
部
地
域
づ
く
り
支
援

局
協
働
連
携
推
進
課

〒
６
８
０
倆
８
５
７
０

鳥
取
県
鳥
取
市
東
町
１
丁
目
２
２
０
番
地

緯
０
８
５
７
（

）
７
０
７
０

26

０
８
５
７
（

）
８
１
２
９
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草の除去作業できれいに！
河川愛護奉仕作業

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体

の
呼
び
か
け

で
県
八
頭
総

合
事
務
所
職

員
、
役
場
職

員
も
加
わ
り

８
月
２
日
・

中
之
島
公
園

北
側
の
河
川

敷
（
約
３
０
０
ｍ
）
で
の
奉
仕
作
業
を
行
い
ま

し
た
。度

の
猛
暑
の
中
、
背
丈
ほ
ど
伸
び
た
草
を

35
鎌
・
草
刈
り
機
を
使
っ
て
水
際
ま
で
草
の
除
去

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
同
日
、
中
之
島
公

園
の
花
壇
の
草
取
り
を
、
役
場
職
員
総
出
で
行

い
ま
し
た
。

河
川
（
河
床
）
の
草
刈
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
が
川
遊
び
・
魚
釣
り
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
美
化
活
動
に
心
地
よ
い
汗
を
流
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

大自然の中たくさん釣れた！
第２回わかさ清流まつり・ニジマス釣り大会

第
２
回
わ
か
さ
清
流
ま
つ
り
・
ニ
ジ
マ
ス

釣
り
大
会
（
若
桜
制
作
振
興
会
主
催
）
が
、

８
月
８
日
に
八
東
川
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
大
勢
の
釣
り
人
が
参
加
し
、
ニ

ジ
マ
ス
釣
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
若
桜
町
の
豊
か
な
自
然
や
清
流
の
ま
ち
を

P
R
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
に
続
き
開

か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
約
１
万
匹
の
ニ
ジ
マ
ス
が
放
流

さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
約
５
０

０
人
の
参
加
者
は
、
次
々
と
ニ
ジ
マ
ス
を
釣

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
体
長

・
５
唖
の
大

45

物
も
釣
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生
以
下
対

象
の
つ
か
み
ど
り
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
川

に
入
り
、お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
声
援
を
受

け
な
が
ら
、
放
流
さ
れ
た
ニ
ジ
マ
ス
を
つ
か
み

歓
声
を
上
げ
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

大自然の中でニジマス釣りを
楽しむ参加者

熱心に倒木を搬出する受講者

人の育成と技術の伝承を！
「桜林塾」素材生産者育成コースを開催

７
月
６
日
と
７
日
の
２
日
間
、
若

桜
町
糸
白
見
に
て
岡
部
林
業
代
表
の

岡
部
茂
輝
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
素

材
生
産
者
を
育
成
す
る
た
め
の
研
修

会
を
八
頭
総
合
事
務
所
と
の
共
催
で

開
催
し
ま
し
た
。
研
修
に
は
、
経
験

者
を
含
め
町
内
か
ら
７
名
が
参
加

し
、
伐
倒
、
玉
切
り
、
グ
ラ
ッ
プ
ル

や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
使
っ
た
搬
出
作
業

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
見

よ
う
見
ま
ね
で
作
業
し
て
き
た
受
講

者
は
、
作
業
工
程
を
一
つ
ず
つ
確
認

し
な
が
ら
の
研
修
と
な
り
、
岡
部
さ

ん
の
丁
寧
な
説
明
と
研
修
内
容
の
充

実
ぶ
り
を
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

林
業
振
興
に
は
、
人
の
育
成
と
技

術
の
伝
承
が
必
要
な
こ
と
が
再
認
識

さ
れ
た
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

河川の草を集めてまわる職員

花壇の草取りを行う町職員

T O
P

C S
I

平平成22年9平成22年9月月９

人権課題を自らの問題として考えよう！
第35回部落解放若桜町研究集会

第

回
部
落

35

解
放
若
桜
町
研

究
集
会
『
一
人

ひ
と
り
の
人
権

感
覚
を
つ
ち
か

う
確
か
な
学

習
・
実
践
を
進

め
よ
う
』
を
研

究
主
題
と
し
、

７
月

日
に
、

25

若
桜
中
学
校
さ

く
ら
ホ
ー
ル
で
、町
内
外
か
ら
１
７
８
名
の
参
加

者
が
集
い
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
さ
れ

「
書
く
」
だ
け
で
な
く
、「
行
動
す
る
」
社
会
派

作
家
と
し
て
お
馴
染
み
の
落
合
恵
子
さ
ん
を
迎

え
「
い
ま
、
人
権
か
ら
…
…
」
を
テ
ー
マ
に
、
自

ら
の
生
い
立
ち
や
、親
の
在
宅
介
護
を
通
し
て
見

え
る
社
会
の
差
別
性
、高
齢
者
医
療
制
度
の
課
題

に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
権
は
、
一
部
の
人
た
ち
の
問
題
で
は
な
く
、

み
ん
な
が
考
え
て
い
く
問
題
で
あ
り
、ま
た
高
齢

者
の
人
権
は
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い

と
い
う
、高
齢
者
の
思
い
を
大
切
に
す
る
社
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
、

人
権
課
題
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
講
演
会
で
し
た
。

ま
た
、今
年
度
は
手
話
通
訳
を
取
り
入
れ
た
は

じ
め
て
の
集
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

自らの体験談を話す落合さん

県指定建造物と伝統芸能 夢の競演！
三百田氏住宅で能舞台を開催

観
世
流
鳥
取
久
松
会
主
催
に
よ
る

能
舞
台
が
７
月

日
、
三
百
田
氏
住

17

宅
で
開
催
さ
れ
、
１
５
０
人
近
い

人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。
舞
台
で
は

様
々
な
演
目
が
披
露
さ
れ
、
日
本
の

伝
統
文
化
に
ふ
れ
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
た
く
み
の
館
で
は
、

若
桜
神
社
大
祭
事
務
所
と
若
桜
麒
麟

獅
子
舞
保
存
会
の
協
力
で
、
祭
り
に

使
用
さ
れ
る
本
面
や
獅
子
頭
な
ど
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
面
は
２
年
に

１
度
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
多
く
の
人
に
興
味
深

く
観
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

座敷での舞台の様子

身のまわりの人権に気づく！
平成22年度（前期）人権問題小地域学習会

身
の
ま
わ
り
の
人
権
問
題
に
対
し
、「
気
づ
き

～
実
践
」
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
６
月
か

ら

集
落
で
前
期
の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

10「
す
べ
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
集
落
っ
て

（
自
治
会
）？
」を
主
テ
ー
マ
に
、女
性
の
人
権
・

高
齢
者
の
人
権
・
障
が
い
者
の
人
権
・
人
権
を

行
動
す
る
（
そ
の
時
あ
な
た
は
ど
う
行
動
し
ま

す
か
）
の
題
材
か
ら
選
択
し
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
同
じ
集
落
の
人
と
話
す
こ
と
、そ
し
て
女
性

の
意
見
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
。
共
働
き
だ
と
、

女
性
の
労
働
時
間
が
長
い
、
家
事
の
分
担
も
必

要
。」
な
ど
、
日
常
の
生
活
に
あ
る
人
権
課
題
に

気
づ
き
、
次
に
ど
う
す
る
の
か
を
み
ん
な
で
考

え
る
学
習
会
で
し
た
。

各
集
落
の
役
員
さ
ん
に
は
、
呼
び
か
け
、
運
営

な
ど
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
詳
細
は
、人
権「
第

号
」に
掲
載
し
ま
す
。〉

65

障がい者の人権について話し合う皆さん
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便利で住みよい町づくりのために
若桜町地域情報通信基盤整備工事安全祈願祭

平
成

年
４
月
１
日
の
共
用
開
始
に

23

向
け
全
町
内
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整

備
な
ど
を
行
う
に
あ
た
り
、
地
域
情
報

通
信
基
盤
整
備
工
事
安
全
祈
願
祭
が
若

桜
神
社
で
８
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。安

全
祈
願
祭
は
、
工
事
請
負
業
者
主

催
で
関
係
者
約

名
が
出
席
し
、
町
長

20

は
「
こ
の
事
業
は
若
者
の
定
住
や
お
年

寄
り
の
安
全
を
目
指
し
た
施
策
を
推
進

す
る
上
で
、
情
報
の
過
疎
地
域
に
な
ら

な
い
よ
う
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。
本

町
は
冬
の
訪
れ
が
早
く
、
雪
も
た
く
さ

ん
降
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
工

事
関
係
者
の
方
に
は
安
全
に
十
分
配
慮

さ
れ
、
皆
さ
ま
の
力
が
一
つ
と
な
り
早

期
に
完
成
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。」
と
あ
い
さ
つ
を
し
、
工
事
中
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

清流の中で川遊び
庄ノ瀬で鳥取市保育所園児が川遊び

鳥
取
市
内
の

カ
所
の
市
立
保
育
所

20

か
ら
園
児
ら
約
６
０
０
人
が
７
月

日
、

27

日
の
２
日
に
分
か
れ
て
、若
桜
鉄
道
を

28利
用
し
て
清
流
の
ま
ち
若
桜
町
を
訪
れ
、

庄
ノ
瀬
河
原
で
川
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

た
。子

ど
も
た
ち
は
、歓
声
を
上
げ
て
水
遊

び
を
し
な
が
ら
、「
変
わ
っ
た
形
の
石
が

あ
る
！
」「
青
い
石
も
見
つ
け
た
！
」「
川

で
泳
ぐ
の
は
初
め
て
。」「
水
が
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
冷
た
い
。
気
持
ち
い
い
。」
な
ど
、

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
新
幹
線
に
乗
っ
た
こ
と
は
あ

る
け
れ
ど
、若
桜
鉄
道
は
乗
る
の
は
初
め

て
で
楽
し
か
っ
た
！
」「
風
鈴
の
音
が
い

い
音
だ
っ
た
！
」な
ど
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。こ

の
川
遊
び
は
毎
年
恒
例
に
な
っ
て

お
り
、若
桜
鉄
道
の
利
用
促
進
に
も
大
い

に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

川遊びを楽しむ園児たち

新しく購入した音響設備

宝くじ助成金で音響設備を購入！
池田小学校区公民館運営協議会

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
健
全
な
発
展
と
、
宝

く
じ
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
を
利
用
し
て
、
池
田

小
学
校
区
公
民
館
運
営
協
議
会

が
音
響
設
備
を
購
入
し
、
納
涼
祭

な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

こ
の
助
成
備
品
の
整
備
に
よ

り
、
ま
す
ま
す
地
域
の
活
性
化
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

安全祈願を受ける町職員と工事関係者

若桜鉄道に乗って来町した園児たち
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P
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I

平平成22年9平成22年9月月１１

決勝戦
近年、まれにみる熱戦が続いた、（盆）野球大会でした。
決勝戦は、１回戦を完封勝利・２回戦を同点ジャンケンで

勝ち上がった、勢いのある赤松と危なげない試合運びを進め
て勝ち上がってきた須澄との激突となりました。
先制したのは、須澄。２回、４番杉内進さんの３塁打を足

がかりに・５番杉内貴さん・７番中田正さん・９番中嶋黎さ
んの長短打で、４点を先制しました。
しかし、赤松も徐々にチャンスを作り、４回に１点、６回

にも長短打を絡め、２点を奪い、さらには７回にも１アウト
１・３塁のチャンスを作りましたが、あと一本が出ず、その
ままゲームセットとなり、須澄の初優勝が決まりました。

初優勝して喜ぶ須澄チーム

若桜町野球大会

須澄 初の栄冠！！

須 澄 杉内進・中嶋諄－中嶋諄・中田翔
赤 松 山本・中島智－中島大
２塁打 中島大（赤）・山本（赤）
３塁打 杉内進（須澄）
【成績】
優 勝：須 澄
準優勝：赤 松
第３位：新 町
第３位：山田町・中町連合

計7654321チーム名

40000040須 澄

30201000赤 松

若桜町の自然を満喫し人の温かさを実感
武蔵野市家族自然体験交流事業

東
京
都
武
蔵
野
市

在
住
の
家
族

組
16

49

人
を
迎
え
、「
武
蔵
野

市
家
族
自
然
体
験
交

流
事
業
」
が
8
月

日
18

か
ら

日
ま
で
５
日

22

間
、
県
内
の
６
地
区

（
岩
美
・
佐
治
・
鹿
野
・

若
桜
・
八
頭
・
三
朝
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前

半
２
日
間
は
岩
美
町

の
海
岸
地
域
で
の
体
験
、
後
半
３
日
間
は
山
間
地
域
で
の

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

若
桜
町
に
は
８
月

日
か
ら

日
ま
で
２
泊
３
日
で
３

20

22

家
族

名
が
来
訪
さ
れ
、
1
日
目
は
響
の
森
見
学
、
木
工

10

体
験
、
S
L
体
験
、
夕
食
づ
く
り
な
ど
を
行
い
、
吉
川
地

区
の
３
家
庭
に
宿
泊
、
２
日
目
は
吉
川
で
吉
川
Y
Y
C
の

協
力
に
よ
り
、
そ
ば
打
ち
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
づ
く
り
、
わ
ら

細
工
、
川
遊
び
な
ど
の
体
験
を
行
な
い
ま
し
た
。
参
加
者

の
皆
さ
ま
は「
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。若
桜

町
の
自
然
を
満
喫
で
き
ま

し
た
。何
よ
り
人
の
温
か
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。」
と
大

変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

若
桜
町
の
良
い
と
こ
ろ
を

十
分
に
味
わ
っ
て
帰
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

魚のつかみどりを楽しむ親子

若桜鉄道で軌道自転車体験する親子



平成22年9平成22年9月月 １２

頑
張
っ
た
！

八
頭
高
野
球
部
と

若
桜
ス
ポ
少
野
球
部

８
月

日
に
、
八
頭
高
等
学

12

校
野
球
部
が
甲
子
園
に
出
場

し
、
岐
阜
の
土
岐
商
業
高
校
と

対
戦
し
ま
し
た
。
私
も
郷
土
若

桜
町
の
選
手
が
出
場
す
る
と

あ
っ
て
、
久
々
の
休
日
を
も
ら

い
、
暑
い
甲
子
園
球
場
で
八
頭

町
の
平
木
町
長
さ
ん
と
一
緒
に

応
援
し
ま
し
た
。
土
岐
商
業
高

等
学
校
に
負
け
た
と
は
い
え
、

上
川
・
中
尾
・
山
口
選
手
は
堂
々

た
る
プ
レ
ー
を
し
、
す
ば
ら
し

い
青
春
の
一
ペ
ー
ジ
で
し
た
。

ま
た
、
８
月

日
～
８
月

20

24

日
ま
で
開
催
さ
れ
た
第

回
大

25

鳴
門
橋
学
童
軟
式
野
球
大
会
に

鳥
取
県
で
２
位
に
な
っ
た
若
桜

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出
場
し
、

一
回
戦
は
沖
縄
県
の
大
里

シ
ャ
ー
ク
ス
と
対
戦
し
、
大
逆

転
で
勝
利
し
、
２
回
戦
で
は
、

滋
賀
県
の
浅
井
西
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
惜
し
く
も
負
け
は

し
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
の
出

32

場
の
中
で
初
戦
を
勝
利
す
る

こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
、よ
く

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
頑
張
り
は
地
域

の
活
性
化
に
も
大
き
く
繋
が

り
ま
す
。
私
た
ち
大
人
も
、若

桜
の
活
性
化
は
、言
葉
で
は
な

く
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

（
さ
て
は
、マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の

言
葉
で
は
・
・
・「
愛
は
言
葉
で

は
な
く
行
動
で
あ
る
。」）

町
議
会
議
員
と
合
同
で

道
路
整
備
な
ど
を
要
望

町
は
去
る
８
月

日
に
、
県

18

八
頭
県
土
整
備
局
、
山
根
英
明

県
議
会
議
員
を
お
招
き
し
て
、

町
議
会
議
員
と
合
同
で
町
内
の

県
道
や
国
道
、
河
川
、
砂
防
な

ど
の
整
備
す
る
数
カ
所
の
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

特
に
国
道
４
８
２
号
の
渕

見
・
茗
荷
谷
バ
イ
パ
ス
は
、
平

成
５
年
に
着
手
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
ト
ン
ネ
ル
工
事
も
発
注

し
、
平
成

年
度
末
で
約

億

23

80

円
の
巨
費
を
投
じ
た
バ
イ
パ
ス

工
事
も
終
了
す
る
見
通
し
が
つ

い
た
の
で
、
茗
荷
谷
か
ら

米

ま
で
の
整
備
を
要
望
し
ま
し
た

し
、
さ
ら
に
は
県
境
か
ら
兵
庫

県
側
の
香
美
町
ま
で
の
６
・
５

㎞
の
区
間
が
防
災
工
事
を
す
る

必
要
が
あ
り
、
今
年
度
は
、
隣

接
の
香
美
町
と
整
備
期
成
同
盟

会
を
立
ち
上
が
る
予
定
に
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
若
桜
下
三

河
線
の
岩
屋
堂
地
内
の
道
路
拡

張
に
つ
い
て
は
、
岩
屋
堂
集
落

に
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
集
落
と
八
頭

県
土
整
備
局
、
町
と
で
、
整
備

方
針
が
協
議
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
若
桜
湯
村
温
泉

線
の
国
道

号
線
の
交
差
点
改

29

良
や
内
町
ま
で
の
歩
道
の
整
備

に
つ
い
て
は
早
け
れ
ば
、
平
成

年
度
に
着
手
す
る
見
通
し
が

23つ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

宮
ノ
下
橋
下
手
（
屋
堂
羅
）
の

河
川
整
備
な
ど
も
現
地
を
見
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
岩
屋

堂
・

米
集
落
の
皆
さ
ま
に
も

出
席
し
て
い
た
だ
き
、
実
情
を

詳
細
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
大
き
な
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
町

と
議
会
が
一
緒
に
な
っ
て
要
望

し
、
調
査
研
究
を
進
め
る
べ
き

と
思
い
ま
す
し
、
双
方
が
お
互

い
に
政
策
論
争
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
町
は
今
以
上
に
良
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

「頑張ってきます」と町長にあいさつする八頭高野球部
（左から上川くん・町長・中尾くん・山口くん）
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今
年
も
若
桜
町
で
は
「
あ
い
さ
つ
＋

Ｏ
Ｎ
Ｅ
（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）
運
動
」
を
し

て
い
ま
す
。
町
内
に
元
気
の
い
い
あ
い

さ
つ
が
広
が
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

年
度
と
比
べ
て

20
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
小
学
生
、
中

学
生
と
も
に
家
族
へ
の
あ
い
さ
つ
が
よ

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、「
ほ
と

ん
ど
し
な
い
」「
あ
ま
り
し
な
い
」
と
い

う
ご
家
庭
は
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

一
方
、
地
域
の
方
へ

の
あ
い
さ
つ
を
「
あ
ま

り
し
な
い
」「
ほ
と
ん

ど
し
な
い
」小
学
生
、

中
学
生
が
ほ
ん
の

少
し
増
え
ま
し
た
。

気
持
ち
の
い
い
あ

い
さ
つ
の
輪
を
町
中
に

広
げ
た
い
も
の
で
す
ね
。

地域へのあいさつ（児童生徒から）

大人も子どもも
あいさつの輪を
広げましょう。

１３１３

長
砂
集
落
の
奥
の
道
を
進
む
と
、

石
積
み
の
平
地
が
階
段
状
に
続
く
旧

永
福
寺
の
境
内
に
着
き
ま
す
。「
長
砂

与
五
郎
の
五
輪
塔
」
は
、
境
内
の
最

も
高
い
段
か
ら
右
の
山
道
を

メ
ー

50

ト
ル
ほ
ど
進
ん
だ
場
所
に
位
置
し
ま

す
。
町
内
に
は
多
く
の
五
輪
塔
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
五
輪
塔
は
高
さ
１

８
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
、
町
内
で

は
最
大
の
も
の
で
す
。
今
か
ら
２
０

０
年
以
上
前
に
没
後
１
５
０
年
の
年

忌
と
し
て
、
与
五
郎
の
子
孫
で
あ
る

徳
丸
村
百
姓
の
平
兵
衛
が
建
て
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
砂
与
五
郎
は
長
砂
地
内
に
あ
っ

た
長
砂
城
の
城
主
・
長
砂
伊
賀
守
の

子
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
都
市
場

城
の
城
主
・
毛
利
豊
元
（
広
島
の
毛

利
氏
と
は
別
）
の
被
官
（
ひ
か
ん
）

と
し
て
仕
え
、
武
功
を
上
げ
て
、
豊

元
か
ら
感
謝
状
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
羽
柴
秀
吉
と
の
戦
に

敗
れ
、
一
族
は
現
在
の
八
頭
町
徳
丸

や
但
馬
に
落
ち
の
び
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

堂
々
と
し
た
五
輪
塔
の
姿
は
、
与

五
郎
の
威
光
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な

遺
産
と
い
え
ま
す
。
五
輪
塔
は
現
在
、

長
砂
集
落
の
自
治
会
に
よ
っ
て
手
厚

く
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

（町指定有形文化財）

堂 と々した姿が印象的な五輪塔

平成21年度
アンケート
調調査よ調査よりり

家族へのあいさつ（児童生徒から）
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今
年
の
若
桜
鬼
っ
こ
連
は
、

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
ウ
イ
ー
ク
（
８
月

７
日
～
８
月

日
）
最
初
の
８
月

16

７
日
に
出
演
し
ま
し
た
。

６
月
下
旬
か
ら
、
毎
週
土
曜
日

の
夜
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
練
習

し
て
き
た
鬼
っ
こ
連
。
こ
の
日
も

大
変
な
暑
さ
の
な
か
、
午
後
１
時

か
ら
、鳥
取
市
の
き
な
ん
せ
広
場
・

風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風
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でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで

風
鈴
で
奏
で
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
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若
桜
の
森
と
風
コ
ン
サ
ー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休
夏
休
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
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支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教

学
習
支
援
教
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

恒
例
の
夏
休
み
学
習
支
援
教
室
を
前

期
４
日
間
、
後
期
３
日
間
の
日
程
で
行

い
ま
し
た
。

今
年
は
、

名
の
子
供
た
ち
が
参
加

71

し
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
勉
強
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
教
職
員
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
た
ち
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
は
「
夏

休
み
の
宿
題
が
は
か
ど
っ
て
よ
か
っ

た
」「
家
か
ら
勉
強
す
る
よ
り
集
中
し
て

で
き
た
」
な
ど
、
学
習
支
援
教
室
の
成

果
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

７
日
間
毎
日
参
加
で
き
た
子
、
あ
い

に
く
参
加
で
き
な
か
っ
た
子
と
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
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演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演
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場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場

今
年
は
、
演
舞
場
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで

若若
桜
鬼
っ
こ

若
桜
鬼
っ
こ
連連

風
紋
広
場
・
本
通
り
と
３
カ
所
で

元
気
い
っ
ぱ
い
に
踊
り
ま
し
た
。

一
斉
踊
り
と
は
ま
た
ひ
と
味
ち

が
っ
た
演
舞
場
で
の
踊
り
の
披
露

で
、
観
客
の
数
が
今
ひ
と
つ
で
残

念
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
傘
を
ま
わ

し
て
踊
り
、
元
気
な
「
若
桜
鬼
っ

こ
連
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

世
界
で
た
だ
一
人
の
プ
ロ
風
鈴
演
奏
家
吉
田
慎
さ
ん
（
風

音
）
と
ユ
ン
イ
さ
ん
の
「
風
鈴
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
８
月

日
22

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
、

個
の
風
鈴
に
鳥
の
羽
で
優
し
く
触
れ
、

30

心
と
体
が
癒
さ
れ
る
心
地
よ
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
演
奏
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、ユ
ン
イ
さ
ん
は
、透
明
感
の
あ
る
、人
の
心
に
優
し
く

染
み
こ
む
歌
声
で
、
参
加
者
と
いっ
し
ょ
に
「
あ
り
が
と
う
の

歌
」を
歌
い
、温
か
く
素
直
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

清
流
の
せ
せ
ら
ぎ
や

木
々
の
揺
れ
る
音
・
七
沢
笛

と
風
鈴
な
ど
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
で
、
心
安
ら
ぎ
暑
い
夏

を
忘
れ
さ
せ
ら
れ
た
癒
し

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。
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子
は
産
め
ど
魂
産
め
ぬ
そ
の
つ
ら
さ

中
島

寿
道

中
国
は
産
む
な
日
本
は
産
め
と
言
う

竹
口

清
信

脳
ミ
ソ
は
凄
い
な
無
か
ら
有
を
産
む

藤
原

鬼
桜

仕
分
け
し
て
何
も
捨
て
ず
に
溜
め
て

置
く

岡
崎

彰
夫

俳

句

（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

風
鈴
も
お
休
み
な
り
し
昼
下
が
り

西
尾

青
雨

紫
陽
花
を
加
え
て
供
花
の
華
や
げ
り

山
根

里
江

よ
も
ぎ
餅
老
賑
や
か
に
あ
ん
包
む

坂
口

仲
子

敷
草
を
つ
か
み
西
瓜
の
太
り
を
り

谷
口

裕
子

風
鈴
の
音
に
包
ま
れ
し
車
内
か
な

中
村

節
枝

俳

句

（
鶴
尾
句
会
）

噴
水
の
一
本
芯
を
外
れ
に
け
り

山
本

小
品

真
っ
直
に
火
の
玉
泳
ぐ
遠
花
火

岡
田
よ
し
子

鬼
百
合
の
乾
き
き
つ
た
る
畑
に
揺
る

田
島

富
子

棚
経
や
僧
の
出
入
り
を
広
く
し
て

谷
口

裕
子

谷
川
の
瀬
音
枕
に
夫
午
睡竹

本

光
子

川

柳

（
さ
く
ら
吟
社
）

か
す
む
目
を
山
の
緑
が
癒
や
す
役

植
田
み
の
る

い
ざ
と
言
う
時
の
浮
輪
が
傍
に
あ
る

車
井

信
恵

過
疎
の
村
緑
ば
か
り
を
見
て
暮
ら
す

門
村

千
代

気
品
あ
る
鮎
も
私
も
お
ち
ょ
ぼ
口

蔵
本

悦
子

洋
犬
を
武
蔵
と
名
付
け
可
愛
が
り

中
田

房
江

た
そ
が
れ
て
そ
し
て
苦
労
が
皺
を
生

む

茗
荷

き
み

お
迎
え
は
ご
遠
慮
し
ま
す
白
寿
ま
で

盛
田

夢
路

若
い
気
で
い
る
が
体
が
つ
い
て
来
ぬ

石
岡

節
子

旅
を
し
て
龍
馬
の
宿
を
し
ば
し
見
る

西
谷

幸
子

や
や
こ
し
い
若
者
た
ち
が
生
む
新
語

土
岐

昌
子

句
が
光
る
生
み
の
苦
し
み
乗
り
越
え

て

谷
口

史
子

命
生
む
母
は
老
い
て
も
子
を
想
う

永
原

昌
鼓

母
と
子
が
暮
ら
す
平
和
な
薄
明
か
り

藤
原
美
智
恵

遺
言
を
す
る
ほ
ど
ワ
シ
に
遺
産
な
し

盛
田

康
秋

郷

土

文

芸

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

中
原
分
館
寿
大
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
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成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
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後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
………………………………………………………………………………………………………………

成
年
後
見
人
制
度
と
は
…
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』

中
原
分
館
で
は
、
８
月
20

日
、
第
２
回
寿
大
学
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
年
は
立
秋
が
過
ぎ
て
も

暑
い
日
が
続
き
、
当
日
も
午

後
の
時
間
帯
で
暑
さ
の
真
っ

只
中
で
し
た
が
、
大
勢
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

今
回
は
、鳥
取
家
庭
裁
判
所

石
原
勝
巳
氏
を
講
師
に
迎

え『
成
年
後
見
人
制
度
』に
つ
い
て
の
概
要
を
聴
き
ま
し
た
。

『
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
を
法
律
的
に
保

護
し
、
支
え
る
た
め
の
制
度
』
か
ら
始
ま
り
、
法
定
後
見
制

度
の
概
要
、
後
見
人
の
職
務
、
標
準
的
な
手
続
き
の
流
れ
な

ど
の
話
に
質
問
も
多
く
出
さ
れ
、

熱
心
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聞
い

て
い
ま
し
た
。

次
回
の
中
原
分
館
寿
大
学
は
、

月
に
『
冬
場
に
向
け
て
の
火
災

10予
防
』
の
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
が

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
２
回
と
な
り
ま
す
今
年
度

の「
町
民
文
化
祭
」。公
民
館
サ
ー

ク
ル
活
動
と
は
別
に
、
広
く
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
芸
能
発
表
・
作
品
展
示

な
ど
を
ご
希
望
の
方
は
９
月
15

日
（
水
）
ま
で
に
若
桜
町
公
民
館

（
緯

倆
１
５
８
４
）
へ
お
申
し

82

込
み
く
だ
さ
い
。

●
町
民
文
化
祭

日
時

月

日
（
土
）

10

23
日
（
日
）

24

場
所

若
桜
町
公
民
館

作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展
示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸

作
品
展
示
・
芸
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能

発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

発
表
の
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

町町町
民
文
化

民
文
化
祭祭
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新 着 図 書 2010．7．31まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫

茂木 健一郎・ひとり遊びのススメ森見 登美彦・ペンギン・ハイウェイ

梶村 尚史・毎朝スッキリ起きる技術山本 兼一・ええもんひとつ

弥冨 秀江・食べて治す！糖尿病レシピ303夢枕 獏・天海の秘宝（上･下）

塩屋・塩図鑑熊谷 達也・銀狼王

渡部 昇・世界一の都市江戸の繁栄西條 奈加・善人長屋

チョン ダヨン・モムチャンダイエットプレミアム藤田 宜永・老猿

ＪＴＢパブリッシング・るるぶ箱根熱海 ’11片山 恭一・静けさを残して鳥たちは

≪ ヤングアダルト ≫東野 圭吾・プラチナデータ

あさの あつこ・グラウンドの空市川 拓司・吸涙鬼

荻原 規子・ＲＤＧレッドデータガール ３田辺 聖子・窓を開けますか？

稲葉 敬子・ケアマネジャーになるには羽田 圭介・御不浄バトル

≪ 児 童 書 ≫浅田 次郎・終わらざる夏（上･下）

田部 智子・ダンス・ダンス小路 幸也・僕は長い昼と長い夜を過ごす

ひろはた えりこ・きな子諸田 玲子・思い出のコロッケ

富安 陽子・シノダ！時のかなたの人魚の島松井 今朝子・星と輝き花と咲き

マイク ルピカ・真夏のマウンド高樹 のぶ子・甘苦上海

検定クイズ研究会・検定クイズ100都道府県西村 京太郎・宮古行（ゆき）「快速リアス」殺人事件

≪ 絵 本 ≫矢口 敦子・赦し

内田 麟太郎・こわ～いおつかい宮本 輝・三千枚の金貨（上･下）

飯野 和好・ねぎぼうずのあさたろう その８海堂 尊・ブレイズメス1990

黒川 みつひろ・恐竜トリケラトプスとスピノサウルス長野 まゆみ・野川

ジャネット アールバーグ・もものきなしのきプラムのき阿刀田 高・闇彦

≪ 郷 土 ≫坂東 眞砂子・やっちゃれ、やっちゃれ！

藤原 道弘・鳥取県の山群 ようこ・小福歳時記

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

８
２
・
２
３
０
６

２
０
１
０
・
９
月
号

Ｎ
Ｏ
・
69

わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル

だ
よ
り

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日

毎
週
月
、
金
曜
日

時

分
～

時

分

時

分
～

時

分

10

30

18

30

12

00

20

00

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

（
営
業
日
）

◎
小
学
生
水
泳
教
室

カ
エ
ル
コ
ー
ス

４
日
・
日（
土
）

18時

分
～

時

分

10

40

11

30

イ
ル
カ
コ
ー
ス

４
日
・
日（
土
）

18時

分
～

時

分

11

40

12

30

シ
ャ
チ
コ
ー
ス

４
日
・
日（
土
）

18時

分
～

時

分

10

40

11

30

９
日
・
日（
木
）

30時

分
～

時

分

16

40

17

30

ク
ジ
ラ
コ
ー
ス

４
日
・
日（
土
）

18時

分
～

時

分

11

40

12

30

９
日
・
日（
木
）

30時

分
～

時

分

17

40

18

30

９
月
の
予
定

プール利用500回達成
８月２日に赤松の中島智恵子さんが利用
回数500回を達成されました。

コメント

「気軽に利用できるプールが

とても有難いです。これからも

体力づくりに続けていきたいです」

ありがとうございます。

これからもよろしく願いします。

毎年９月に実施し

ておりました、水替えですが、

今年は行いません。

通常営業いたしておりますの

でご利用よろしく願います。

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
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自自自自自自自自自自自自自自
殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺
予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防
週週週週週週週週週週週週週週
間間間間間間間間間間間間間間
でででででででででででででで

自
殺
予
防
週
間
で
すすすすすすすすすすすすすすす

わ
が
国
の
自
殺
に
よ
り
亡
く
な

る
人
の
数
は
、
平
成

年
に
全
国

10

で
年
間
３
万
人
を
越
え
て
か
ら
、

依
然
と
し
て
自
殺
率
の
高
い
深
刻

な
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

自
殺
で
亡
く
な
る
人
の
数
は
交
通

事
故
で
亡
く
な
る
人
の
５
倍
に
も

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

鳥
取
県
に
お
い
て
も
自
殺
で
亡

く
な
る
人
は
年
間
１
６
０
～
１
９

０
人
で
、
男
性
が
女
性
の
約
２
・

５
倍
、
年
代
別
で
は
中
高
年
の
男

性
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
国
の
対
策
と
し
て
、
９

月

日
の「
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
」

10
に
ち
な
み
、
９
月

日
か
ら

日

10

16

を
「
自
殺
予
防
週
間
」
と
定
め
、

自
殺
予
防
対
策
の
啓
発
を
す
す
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

自
殺
さ
れ
る
人
の
多
く
は
、
何

ら
か
の
う
つ
症
状
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
も
や
る

気
が
お
き
な
い
」「
物
事
を
悪
い
方

ば
か
り
に
考
え
る
」「
検
査
で
は
異

常
が
な
い
の
に
、
体
調
が
悪
く
て

毎
日
が
つ
ら
い
」「
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
な
い
」「
ぐ
っ
す
り
眠
れ
な

い
」
な
ど
「
い
つ
も
と
様
子
が
違

う
」「
何
と
な
く
違
う
」
な
ど
の
症

状
が
続
い
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

〈
相
談
窓
口
〉

若
桜
町
保
健
セ
ン
タ
ー

緯
（

）
２
２
１
４

82

鳥
取
県
東
部
総
合
事
務
所
福
祉
保
健
局

緯
０
８
５
７
（

）
５
６
１
６

22

鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

緯
０
８
５
７
（

）
３
０
３
１

21

ま
た
家
族
な
ど
周
囲
の
人
が

気
づ
く
こ
と
も
多
い
の
で
、
周
り

で
支
え
る
場
合
は
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
家
族
や
仲
間
の
発
言
・
行
動
・

体
調
の
変
化
か
ら
発
す
る
サ
イ

ン
に
な
る
べ
く
早
く
気
づ
く
。

②
悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
本

人
の
気
持
ち
に
共
感
し
た
上
で
、

相
手
を
大
切
に
思
う
自
分
の
気

持
ち
を
伝
え
る
。

③
心
の
問
題
に
つ
い
て
の
相
談

機
関
や
医
療
機
関
に
相
談
す
る

よ
う
勧
め
る
。

④
自
然
な
雰
囲
気
で
声
を
か
け

て
、
あ
せ
ら
ず
優
し
く
接
す
る

ま
ず
は
、
正
し
い
知
識
を
も
つ

こ
と
、
そ
し
て
本
人
や
周
囲
が
心

の
サ
イ
ン
に
気
づ
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す
！

農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
住
宅
･
車

庫
・
山
林
な
ど
耕
作
地
以
外
の
用
途
に
変

更
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
転
用
す
る
に

は
農
業
委
員
会
を
経
て
県
知
事
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

許
可
を
受
け
ず
に
工
事
に
着
手
す
る

と
、
た
と
え
農
地
法
を
知
ら
ず
に
し
た
場

合
で
あ
っ
て
も
無
断
転
用
に
な
り
、
悪
質

な
場
合
に
は
農
地
へ
の
復
元
を
命
じ
ら
れ

た
り
、
警
察
に
告
発
さ
れ
る
な
ど
厳
し
い

罰
則
も
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
農
業
委
員
又
は
農
業
委
員
会

事
務
局
（

）
2
2
3
9
ま
で
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7
月

日
に
農
業
委
員
会
を

11

開
催
し
ま
し
た

審
議
事
項

・
農
地
法
第
３
条
（
所
有
権
移
転
）
１
件

・
農
地
法
第
５
条
（
農
地
転
用
）

１
件

・
利
用
権
設
定

１
件
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緯緯緯
問い合わせ

農業委員会事務局
（82）2239
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今月の言葉 昔から 正義の鬼が 住む若桜
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ス
キ
ー
事
故
で
首
の
骨
を
折
り
首
か
ら
下

が
麻
痺
し
た
時
に
こ
の
５
つ
の
誓
い
を
決
め

ま
し
た
。

「
口
」
は
人
を
励
ま
す
言
葉
や
感
謝
の
言
葉
を

言
う
た
め
に
使
お
う

「
耳
」
は
人
の
言
葉
を
最
後
ま
で
聞
い
て
あ
げ

る
た
め
に
使
お
う

「
目
」
は
人
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
る
た
め
に
使

お
う

「
手
足
」
は
人
を
助
け
る
た
め
に
使
お
う

「
心
」
は
人
の
痛
み
が
わ
か
る
た
め
に
使
お
う

人
間
は
何
か
を
失
っ
た
と
き
に
自
分
が
い
か

に
幸
せ
で
あ
っ
た
か
に
気
づ
く
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
毎
日
、「
今
、
生
き
て
い
ら
れ
る
あ

り
が
た
さ
」
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し
て
生
き
た

い
も
の
で
す
。

「今、生きていられる
ありがたさ」

命の授業 腰塚勇人より

８月２日に八頭郡同和地区中学３年生交流会（以下交流
会）が八頭町船岡文化センターで開催されました。
この交流会は、八頭郡内同和地区生徒のうち、中学卒業

をひかえた３年生の生徒相互の交流を行うことで、進路意識
の高揚を図ると共に、お互いの思いを伝えることで理解を
深め、差別に立ち向かう仲間づくりをすることを趣旨とし
て、毎年夏休みに開催しています。
当日は、地区学習会に参加し、趣旨に賛同する八頭郡内

の中学３年生と、各中学校の人権教育主任、教諭、各隣保
館などの職員で交流会を行いました。
はじめに、お互いの緊張をほぐすためにドッジボールで体をほぐしました。
最初は遠慮してかドッジボールと言うよりも、ボールの
受け渡しみたいでしたが、少しなれてくると、もう我を忘
れ小学生に返ったみたいに必死でドッジボールをしていま
した。
昼食の後、各班に分かれて分散会を行ない、その後の全
体会では、高校のとき解放研で頑張っていた大学生の先輩
から、今後の進路について、とても参考になる意義深い体
験談を聞き交流会を閉会しました。
閉会後、各班に分かれて記念写真を撮るときには、お互
いの交流が深まり、仲良く話をしている光景を見て、中学
卒業後に役立つ仲間づくりができたのではないかと感じました。

先先輩の話を真剣に聞先輩の話を真剣に聞くく

ドッジボールで楽しく交ドッジボールで楽しく交流流

八頭郡同和地区中学３年生交流会


